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• 街中の道路での遊びから派生したBMXやスケートボード競技などを指す
• 東京オリンピックでは若者に人気のあるスケートボードなどが採用され、日本人のメダルラッシュとなった
• パリオリンピックでも日本人がメダルを獲得し、若者や子どもを中心に競技人口が増加している

THE PARK SAMUKAWABMXフラットランド

BMXフラットランド

スケートボード

日本人が世界で活躍 日本人が世界で活躍

ストリートスポーツとは
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概要

【背景】 少子高齢化や人口減少などの課題に直面している

【目的】 持続可能なまちづくりを進めるため（地方創生）

【目標】 若年層に選ばれ続けるまち
若年層をターゲットとした関係人口の獲得

【理由】 スポーツ関連施設が関係人口獲得に相関が高い
ストリートスポーツが寒川町特有の強み
ストリートスポーツが若年層のニーズや価値観に合う など

【取組】 ストリートスポーツパークの整備（寒川町独自の魅力創出）
・初心者から世界トップレベルの選手が効果的に練習できる
・世界大会の開催が可能
・パーク周辺を公園として整備

本日の内容
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1. ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）

2. 計画の内容（基本計画）

次第

本日の内容
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１．ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）

～（仮称）寒川町ストリートスポーツパーク整備に係る基本構想～

寒川町における地方創生の課題
寒川町における地方創生の方向性
寒川町における関係人口獲得の方向性
寒川町独自の魅力の創出
寒川町ストリートスポーツ推進と課題
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１．

２．

３．

今後、生産年齢人口を中心とした人口減少社会が到来

➡ 町の人口ビジョンでは総人口が2023年49,029人から2065年に35,661人に減少（約27％減少）

若い子育て世代は男女ともに転入超過（多くは県内近隣市から）

それに対し、20歳代前半の転出超過が課題

持続可能なまちづくりを進めていくうえで

若い人に選び続けてもらう必要がある。

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）

寒川町における地方創生の課題
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Q．寒川町は若い人に選ばれ続けるまちか？

しごとが確保されている

製造業を中心にしごとを確保。

（一人当たりの第２次産業生産額は県内１位）

通勤しやすさ

・東京、横浜圏、近隣市へ通勤しやすい

（町内３駅、圏央道IC２か所）

・町内のしごとも確保されている

（昼夜間人口比率 94.7%）

住宅取得しやすさ

安価で取得しやすい

＜令和7年地価公示＞

平均地価：近隣市178,940円/㎡

町 130,700円/㎡

子育てしやすさ

・保育所待機児童1桁

・産後の不安を支える細やかなサポート

子どもの教育充実

・全校に外国人指導者(FLT)常駐

・ICT教育の推進

治安がいい

・令和6年刑法犯罪212件

・ほぼ自転車盗などの軽犯罪

住みやすい環境

住民アンケートでの上位項目

・治安の良さ、自然災害の少なさ

・豊かな自然環境

若い世代からも評価される環境要因はある。

しかし、都心が近く、近隣市（藤沢市、茅ヶ崎市、海老名市、平塚市など）も強い中、

このままで寒川町が選ばれ続けるのか？

RESAS（地域経済分析システム）生産分析
社会・人口統計体系

(2023年3月31日時点）

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）

寒川町における地方創生の課題
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【現状の課題】
• 人口動態の傾向は社会増による人口微増が続いていたが、
人口減少フェーズに入った。

• 社会増の要因であったファミリー層の転入が減少してい
る。

• 近隣市と比べると県外からの転入割合が低い。
• コロナの収束に伴い、都心への人口集中が戻りつつある。

【潜在的な課題】
• 全国的に人口が減少している中、若年層の人口獲得は、
さらに困難になる。

• これまでのファミリー層（住宅購入）の獲得による人口
増加モデルにもいずれ限界が訪れる。

【今後の方向性】

• これまでと違うアプローチが必要
（寒川町独自の魅力を創出）

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）

寒川町における地方創生の課題
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出典：寒川町人口ビジョン（令和６年３月改訂）
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【関係人口の効果】
① 地域経済の活性化
関係人口の増加により、観光客や訪問者が地域に集まり、
消費活動が促進されます。

② 地域コミュニティの活性化
関係人口の増加により、町民との新たな交流が生まれます。

③ 人材の流動性向上
関係人口として定期的に町を訪れる方々は、将来的に定住
する可能性が高まることが期待されます。

④ 人材の確保と育成
関係人口として町を訪れる方々が、次世代を担う人材とし
て育成され、地域発展の促進が期待されます。

⑤ 情報発信の強化
関係人口として町を訪れる方々が、体験した地域の魅力を
ＳＮＳなどで発信することで地域の知名度や認知度が向上
します。

出典：関係人口ポータルサイト（総務省）より

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）

寒川町における地方創生の方向性

これまでと違うアプローチとして

関係人口の獲得に向けた取り組みを進める。
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■基本目標2 多様なつながりにより、新しい人の流れをつくります

関係人口の獲得 主な取り組み

スポーツ 仲間とのつながりを通して認め合える機
会を提供し、運動やスポーツの継続を促
すことで、移住・定住、または、まちづ
くりへの参加、参画につながる関係人口
の創出につなげる。

■町外住民と町民との交流機会を創出
■イベント情報の町外の周知
■民間スポーツ施設との連携

新たに「関係人口の獲得」を目標に加え、
スポーツを通じた取り組みを位置づけました。

～ 少子高齢化・人口減少への対応を目的に計画を策定 ～

寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略（第3期）計画年度：R7～R10

寒川町における地方創生の方向性

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）

10総合戦略外部委員会資料「寒川町におけるストリートスポーツパークの整備と地方創生の取り組みについて」



関係人口データを用いた様々な評価指標との
相関分析（国土交通省R4.6月）によれば寒
川町の規模である人口5万人未満の市町村に
おいて、「体育施設」が関係人口との相関が比
較的高いとされています。

寒川町において、日本・世界で唯一の魅力の
ある体育施設を整備すれば、多様な地域から
定期的・継続的に訪問してくれる人を確保でき
る可能性が高いと考えます。

0.54

※関係人口（訪問系）とは
“特定の地域やコミュニティに対して、多様に関わる人々
を示す用語です。
関係人口が地域と多様な関りを持つことで、地域経済
や地域交流が活性化します。
その結果、地域の特産品や文化が広がり、新たなビジ
ネスや雇用機会が生まれるなど、持続可能な発展が期
待できることから、関係人口の獲得は持続可能なまち
づくりに重要であると言われています。

出典：関係人口データを用いた様々な評価指標との相関分析（国土交通省・R4年6月）

スポーツを位置づけた根拠 （体育施設における関係人口との相関）

寒川町における地方創生の方向性

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）
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Q．ストリートスポーツの特徴とは？
若い人のニーズにマッチ
・音楽やファッション、アートなどの若者文化との融合
・ビジネスに抵抗がなく、民間を巻き込んだ事業展開に適している

若い人の価値観にマッチ
・自分らしさを表現できる（選手は固有のトリックを持っている）

＝スポーツ×アート（スポーツ選手でもあり、アーティストでもある）

・トリックを１つずつ習得していく。
・多様な大会があり、多くの大会は誰でも参加できる。

寒川町の強みにマッチ
・人や時間に縛られない（多様に接続するつながりが持てる）

・多様性がある(認め合う文化がある）
（年齢、男女、国籍、うまいへたに関係なく、一緒に練習や勝負することができる)

今後の発展性が高い
・東京オリンピックから正式種目になり、日本人が優勝した。

買い物 食 事

娯 楽 趣 味

自分らしさ

人とのつながり

スポーツ

自己実現

競技人口が増加中

寒川町独自の魅力の創出

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）
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競技人口が多いスポーツ 競技人口が少ないスポーツ

人口

人口

・差別化が図りづらい（施設の競合が多い）

・近隣の住民しか訪れない

＝地方創生ではなく住民サービス向上

・差別化が図りやすい（日本、世界で唯一）

・日本中、世界中から訪れる

＝地方創生として効果的

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）

Q．ストリートスポーツの特徴とは？

関係人口の獲得に効果的（費用対効果が高い）

寒川町独自の魅力の創出
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地図は国土地理院「基盤地図情報データ」をもとに神奈川県が
作成したものを編集・加工しています。

小山スケートパーク（公設・相模原市）

新横浜公園（公設・横浜市）

湘南わくわく広場（公設・茅ヶ崎市）

屋内練習場は少ない。公民連携している施設はない。プロ仕様の施設はない。

BMXフラットランド練習場（誰でも利用できる）は寒川町が世界初。現在、国内に他に1か所（埼玉）。

スケートボードとBMXフラットランドが練習できる施設は世界で唯一。

若者のニーズを満たした（カフェ、お店、音楽など）施設はない。

プロが在駐する施設はない（見られる／教えてもらえる）

寒川町では、公民連携で若者のニーズを満たした初心者～上級者が利用できる屋内施設を整備する予定。

寒川町は県のほぼ中心で圏央道ICがあるなど、県内外からアクセスしやすい。

相模川に隣接してパークを建設することで、自然豊かな寒川町の良さを伝えられる。

県内他施設

町想定施設

施設の差別化ができ、

地方創生に効果的

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）

Q．ストリートスポーツの特徴とは？

寒川町独自の魅力の創出

関係人口の獲得に効果的（施設の差別化ができる）
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ストリートスポを軸に世界で活躍する選手が集まり、町特有の強みとなっている

BMXフラットランド
【移住】
内野洋平 11度の世界チャンピオンに輝いている。ストリートスポーツのアイコン的存在。

田圓直人 ARK LEAGUE(全国)優勝。など

森谷天斗 ARK LEAGUE(全国)準優勝。など

片桐 悠 X-GAMES(世界)優勝。ARK LEAGUE(全国)優勝。など

【移住予定】
片桐 亮 FISE(世界)優勝。など

スケートボードストリート
【移住】
白井空良 ARK LEAGUE(世界)優勝。 X-GAMES(世界)優勝。SLS(世界)優勝。東京五輪7位。パリ五輪4位など

藤澤虹々可 スケートボードストリート(世界)優勝。日本オープン優勝など

【移住予定】
織田夢海 CHIMERA(世界)優勝。ストリートスケートボード(世界)優勝。X-GAMES(世界)３位など

ストリートスポーツ

寒川町独自の魅力の創出

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）
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ストリートスポーツが求心力となり若い人が集まるまち（関係人口の獲得）

になりつつある

世界大会の開催がきっかけに

世界チャンピオンが寒川に移住

日本中から集まる選手たち

町外から練習に集まる子どもたち

親子で楽しめるパークを設置

世界で活躍する選手たち

寒川町独自の魅力の創出

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）
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若い人に寒川町を選び続けていただき、持続可能なまちづくりを進めていくために
寒川町特有の強みである をONLY-ONEとして尖らしていく。

全国的にストリートスポーツ施設は増加しているが、寒川町には求心力のある
選手たちが寒川町に移住している。この こそが世界唯一の
寒川町だけの強みである。

ストリートスポーツの特徴を生かし、若い人のニーズである
を中心に充実させていくとともに、若い人の価値観である

や に寄り添った展開をしていくことで する。

ストリートスポーツを通じて をつくることで、
人がひとを呼び、多くの若い人が寒川町の関係人口となり、生産年齢人口の確保を図る

ストリートスポーツ

自分らしさ
自己実現

人とのつながり

買い物 食 事 娯 楽
趣 味

世界で活躍する選手たち

寒川町独自の魅力の創出

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）

寒川町独自の魅力を創出
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事故の危険性０

騒音緩和

脆弱性緩和

民間と寒川町が協力し、ストリートスポーツを通じて

寒川町独自の魅力の創出を進めている

民間がBMXフラットランドとスケートボードストリートの屋内練習場（町内）

「THE PARK SAMUKAWA」を運営し、ストリートスポーツの普及推進をしている

寒川町は、町内の子どもたち向けの無料練習会などを通じて

ストリートスポーツの推進に関する取り組みをしている

寒川町の取り組み

寒川町ストリートスポーツ推進と課題

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）
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ストリートスポーツ推進の課題と今後の取り組み

■音響を使用する大会の開催
関係人口を効果的に獲得するために、音響を使用する環境を整え、大規模なイベント・世界大会が開催できるようにする必要がある。

■誰もが親しみ、楽しめる環境形成
全国から選手などが集まれるように、子どもからトップ選手までが親しみ、楽しめる環境を形成する必要がある。

■若い人のニーズの充足
若い人に選ばれるために、若い人やファミリー層のニーズである買い物、食事、娯楽などを満たす必要がある。

今後の取り組み

■新たなパークの建設
新たなパークを建設し、全国から集まる選手が練習できる環境を整える。

また世界大会開催や多くの方が練習を見学できるように観客席なども整える。

さらに若い人のニーズを踏まえ、民間との連携によるさらなる魅力創出を図る。

にぎわい創出

充分な広さ確保

ニーズ対応

寒川町ストリートスポーツ推進と課題

ストリートスポーツパーク整備の理由（基本構想）
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２．計画の内容（基本計画）

～（仮称）相模川一之宮公園整備に係る基本計画～

計画地（位置図）（眺望）（隣接するさがみグリーンライン）
上位計画・関連計画等の関係 ／ 計画条件の整理
公園の全体像 ／ 公園整備のコンセプト
にぎわいの公園 ／ やすらぎの公園 ／ 過ごし方の想定
事業手法【民間活力の活用】の検討 ／ 事業想定スケジュール

20総合戦略外部委員会資料「寒川町におけるストリートスポーツパークの整備と地方創生の取り組みについて」
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計画地

目久尻川

相模川

寒川駅

一之宮五丁目地内

寒川駅から徒歩約20分

相模川と目久尻川に隣接

計画地（位置図）

計画の内容（基本計画）

圏央道

さがみグリーンライン

地理院地図より

総合戦略外部委員会資料「寒川町におけるストリートスポーツパークの整備と地方創生の取り組みについて」



計画地 神奈川県ＨＰより

計画地（隣接するさがみグリーンライン）

22

計画の内容（基本計画）

総合戦略外部委員会資料「寒川町におけるストリートスポーツパークの整備と地方創生の取り組みについて」



相模川

富士山

大山

丹沢山塊

計画地（眺望）

23

計画の内容（基本計画）

総合戦略外部委員会資料「寒川町におけるストリートスポーツパークの整備と地方創生の取り組みについて」



公園は、ストリートスポーツを活用した地方創生と隣接するさがみ
グリーンラインの休息地等としての役割とを両立させた公園を目指します。

公園の全体像

24

計画の内容（基本計画）

総合戦略外部委員会資料「寒川町におけるストリートスポーツパークの整備と地方創生の取り組みについて」



「にぎわいの公園」及び「やすらぎの公園」という2つの軸を設定し、多く
の方が集い、楽しみ、憩える空間として整備を計画します。

にぎわいの公園 やすらぎの公園

相模川

公園整備のコンセプト
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計画の内容（基本計画）

総合戦略外部委員会資料「寒川町におけるストリートスポーツパークの整備と地方創生の取り組みについて」



幅広い世代の方々が集い、活気があふれる空間
です。
例えば、広場などに親子連れで遊びに来たり、
世界大会などのスポーツイベントにより多くの
方が集まることなどを想定しています。

機能（想定）
・スケートボードストリート競技スペース（屋内・屋外）
・ＢＭＸフラットランド競技スペース（屋内）
・管理者エリア
・売店（主にストリートスポーツ関連用品、自転車関連用品）

・初心者から上級者が練習できる環境形成
・世界大会が開催可能な環境形成
・ナショナルトレーニングセンターの指定

整備費想定金額 約16.4億円

にぎわいの公園
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計画の内容（基本計画）

総合戦略外部委員会資料「寒川町におけるストリートスポーツパークの整備と地方創生の取り組みについて」



自然の景観を楽しむことや、園内の休憩スペー
スなどで憩う空間です。
例えば、隣接するさがみグリーンラインを散歩
しながら豊かな景観を楽しむことや、カフェや
ベンチ、陽だまりでくつろいだりすることを想
定しています。

機能（想定）
・休憩スペース（屋内・屋外）
・交流スペース（屋内）
・緑地帯

やすらぎの公園
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計画の内容（基本計画）
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公園全体を一体で整備・管理などのエリアマネジメントを行うために、

複数の手法を組み合わせた整備を積極的に検討します。特にDBまたはDBO及び
Ｐ－ＰＦＩなどを組み合わせた手法を検討します。

指定管理者制度

設置管理許可制度

ＰＦＩ事業

コンセッション事業

ＤＢ、ＤＢＯ

Ｐ－ＰＦＩ

都市公園リノベーション協定制度

事業手法【民間活力の活用】の検討
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計画の内容（基本計画）

総合戦略外部委員会資料「寒川町におけるストリートスポーツパークの整備と地方創生の取り組みについて」



ロサンゼルスオリンピック開催時期（令和10年7月）を踏まえて、令和9年度中

の供用開始を目指します。

令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10 年度 

 

 

・基本構想、基本計画策定 

・町民説明会 

・パブリックコメント 

・町都市公園条例改正 

・サウンディング調査 

・事業者選定 

・インフラ関連工事 

 

 

・町道、インフラ関連工事 

・基本協定等締結 

・施設関連手続 

・公園施設整備工事 

 

 

・開業 

・施設供用開始 

 

 

 

 

事業想定スケジュール
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計画の内容（基本計画）

総合戦略外部委員会資料「寒川町におけるストリートスポーツパークの整備と地方創生の取り組みについて」


